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新たな枠組みで合併推進新たな枠組みで合併推進YY
市内３か所で

市町村合併に関する市民説明会

市
町
村
合
併
の
具
体
的
な
枠
組
み
を
は
じ
め
、
合
併
特
例
法
の

期
限
で
あ
る
平
成
17
年
３
月
31
日
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
本
市
を
は

じ
め
隣
接
市
町
に
お
い
て
も
論
議
が
活
発
化
し
て
い
る
市
町
村
合
併

問
題
。

本
市
の
将
来
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
こ
れ
ま
で
の
経
過
や
現
状
、
出
水
地
区
２
市
４

町
に
代
わ
る
新
た
な
合
併
の
枠
組
み
な
ど
、
今
後
の
取
り
組
み
に

関
す
る
市
執
行
部
の
方
針
を
説
明
し
、
市
民
と
意
見
を
交
わ
す

「
市
町
村
合
併
に
関
す
る
市
民
説
明
会
」
が
９
月
27
日
に
市
民
会
館

大
ホ
ー
ル
で
、
翌
28
日
に
は
大
川
中
学
校
体
育
館
と
脇
本
地
区
公

民
館
で
開
催
さ
れ
２
日
間
で
延
べ
約
６
０
０
人
の
市
民
が
出
席
。

市
執
行
部
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
や
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
説
明
が
な
さ
れ
た
後
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

市民会館大ホール市民会館大ホール

大川中学校体育館大川中学校体育館

脇本地区公民館脇本地区公民館



説
明
会
で
は
、
斉
藤
市
長
が
あ
い

さ
つ
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き

た
出
水
地
区
２
市
４
町
の
枠
組
み
に

よ
る
合
併
協
議
会
の
設
立
が
困
難
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
新
た
に
阿
久
根

市
と
野
田
町
、
東
町
、
長
島
町
の
１

市
３
町
に
よ
る
合
併
協
議
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
こ
と
や
、

現
在
、
野
田
町
か
ら
参
加
の
可
否
に

つ
い
て
の
回
答
待
ち
で
あ
る
こ
と
な

ど
を
説
明
。
将
来
的
に
西
回
り
自
動

車
道
や
北
薩
横
断
道
路
等
の
整
備
が

進
め
ば
一
大
物
流
拠
点
と
な
り
う
る

こ
と
な
ど
、
こ
の
地
域
の
持
つ
将
来

性
に
触
れ
な
が
ら
参
加
者
に「
ぜ
ひ
、

人
口
規
模
的
に
も
、
将
来
の
ま
ち
づ

く
り
の
点
か
ら
も
、
１
市
３
町
に
よ

る
合
併
を
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

続
い
て
、
関
係
課
長
よ
り
平
成
12

年
12
月
に
県
か
ら
合
併
に
関
す
る
推

進
要
綱
が
示
さ
れ
て
か
ら
こ
れ
ま
で

の
経
過
や
、
地
域
の
人
口
動
向
や
財

政
状
況
、
合
併
に
よ
る
人
件
費
等
の

削
減
効
果
な
ど
に
つ
い
て
資
料
を
も

と
に
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
行
わ
れ
た
質
疑
応
答
で
は

参
加
者
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
や

１
市
３
町
や
１
市
２
町
（
阿
久
根

市
・
東
町
・
長
島
町
）
な
ど
今
後
の

合
併
枠
組
み
、
合
併
後
の
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
も
の
な
ど
多
く
の
質
問

や
要
望
な
ど
が
出
さ
れ
、
執
行
部
と

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

本
市
を
含
む
１
市
３
町
の
枠
組
み

に
つ
い
て
は
、
野
田
町
で
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

結
果
を
ふ
ま
え
10
月
中
旬

に
も
野
田
町
の
態
度
が
表

明
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
れ
を
受
け
て
、
こ
の

地
域
の
合
併
に
向
け
た
作

業
も
大
き
く
動
き
だ
す
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

市
で
は
、
今
後
も
引
続

き
市
町
村
合
併
に
関
す
る

動
向
や
取
り
組
み
の
状
況

な
ど
を
お
知
ら
せ
し
な
が

ら
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
一

緒
に
論
議
を
深
め
、
こ
れ

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
市
が
行
っ
た
市
民
説
明
会

に
先
立
ち
９
月
４
日
に
は
、
阿
久
根

商
工
会
議
所
主
催
の
市
町
村
合
併
問

題
に
つ
い
て
の
説
明
会
が
市
民
会
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

説
明
会
は
、
会
場
が
満
席
と
な
る

ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
、
斉
藤
市
長
や

山
田
市
議
会
議
長
を
は
じ
め
と
す
る

市
当
局
や
市
議
会
関
係
者
か
ら
、
市

町
村
合
併
の
経
過
や
現
状
、
今
後
の

取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
な

さ
れ
た
後
、
出
席
者
ら
と
質
疑
応
答

が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
15
年
第
３
回
市
議
会
定
例
会

が
９
月
３
日
か
ら
24
日
ま
で
の
22
日

間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予

算
や
市
職
員
倫
理
条
例
の
制
定
、
監

査
委
員
や
教
育
委
員
会
委
員
、
公
平

委
員
会
委
員
、
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
等
の
人
事
案
件
な
ど
、

上
程
さ
れ
た
議
案
14
件
が
、
原
案
ど

お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
か
ご

し
ま
園
芸
タ
ウ
ン
条
件
整
備
事
業
や

阿
久
根
大
島
公
園
施
設
整
備
費
、
尾

崎
地
区
の
農
道
等
の
補
助
農
業
施
設

災
害
復
旧
費
な
ど
３
９
８
６
万
４
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
１
１
３
億
６

０
８
２
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
県
甘
し
ょ
及
び
で
ん
粉

生
産
の
維
持
・
増
大
と
生
産
者
の
経

営
安
定
を
図
る
た
め
の
、
甘
し
ょ
・

で
ん
粉
政
策
・
価
格
に
関
す
る
陳
情

が
採
択
、
同
旨
の
意
見
書
が
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

－３－

質疑応答では、出席者から多くの質問や意見
が出されました。

市民会館会議室であった商工会議所主催による説明会で
参加者からの質問にこたえる斉藤市長

一般会計予算
113億6,082万６千円へ

（単位：千円）

○農業振興費　　　　　　　　　　１５，５０５

○林業振興費　　　　　　　　　　１０，４７８

○観光費　　　　　　　　　　　　　７，９８０

○補助農業施設災害復旧費　　　　１１，０９５



阿
久
根
市
衛
生
自
治
会
で
は
、
平

成
14
年
度
か
ら
値
上
げ
し
た
ご
み
袋

の
販
売
益
金
や
有
価
物
販
売
益
金
な

ど
の
収
益
を
リ
サ
イ
ク
ル
の
中
間
処

理
費
、
各
種
ご
み
減
量
化
対
策
事
業

費
に
あ
て
る
「
阿
久
根
市
衛
生
自
治

会
特
別
会
計
ご
み
袋
事
業
」
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
、
阿
久
根
市
衛

生
自
治
会
定
期
総
会
に
お
い
て
議
決

さ
れ
た
「
平
成
15
年
度
阿
久
根
市
衛

生
自
治
会
特
別
会
計
ご
み
袋
事
業
」

の
予
算
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

歳
入
に
つ
い
て
、
主
な
も
の
は
、

ご
み
袋
売
上
金
、
有
価
物
売
上
金
な

ど
で
す
。

空
き
缶
、
古
紙
類
、
ト
レ
イ
等
は

分
別
す
れ
ば
資
源
に
な
る
ば
か
り
で

な
く
、
圧
縮
、
梱
包
な
ど
し
た
後
、

有
価
物
と
し
て
売
却
で
き
る
た
め
、

そ
の
収
益
は
本
事
業
の
主
な
財
源
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
に
つ
い
て
、
主
な
も
の
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
委
託
料
、
ご
み
袋
支
払

金
、
ご
み
袋
配
達
等
委
託
料
な
ど
で

す
。リ

サ
イ
ク
ル
委
託
料
は
、
分
別
収

集
さ
れ
た
資
源
ご
み
の
圧
縮
、梱
包
、

保
管
等
を
行
う
中
間
処
理
に
係
る
委

託
料
の
こ
と
で
、
分
別
収
集
さ
れ
た

資
源
ご
み
は
、
こ
の
中
間
処
理
後
、

再
資
源
化
で
き
る
業
者
へ
引
き
渡
し

ま
す
。

ま
た
、
ご
み
袋
支
払
金
は
、
ご
み

袋
製
造
原
価
に
係
る
支
払
代
金
、
ご

み
袋
配
達
等
委
託
料
は
、
各
ご
み
袋

販
売
店
へ
の
ご
み
袋
配
達
、
売
上
金

の
集
金
、
ご
み
１
１
０
番
業
務
に
係

る
委
託
料
の
こ
と
で
す
。

予
算
の
執
行
に
あ
た
り
ま
し
て
は

適
正
か
つ
効
率
的
に
行
い
、
衛
生
自

治
会
の
健
全
運
営
を
図
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

家
庭
で
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
大
分
定

着
し
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
中

に
は
ま
だ
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
資
源

ご
み
が
、
燃
え
る
ご
み
や
不
燃
ご
み

と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
も
の
も
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

「
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
」
住

み
よ
い
阿
久
根
を
未
来
の
子
ど
も
た

ち
に
残
す
た
め
、
更
な
る
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

最
近
、
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
や

紙
類
、
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
な
ど
の
家

電
製
品
、
そ
の
他
の
廃
棄
物
を
み
だ

り
に
捨
て
る
不
法
投
棄
が
急
増
し
て

い
ま
す
。

市
で
は
、
不
法
投
棄
防
止
の
看
板

設
置
や
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
で
対
応
し

て
い
ま
す
が
、
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

不
法
投
棄
は
５
年
以
下
の
懲
役
ま

た
は
１
千
万
円
以
下
の
罰
金
が
課
せ

ら
れ
る
立
派
な
犯
罪
で
す
。

今
後
も
、
警
察
と
連
携
し
て
不
法

投
棄
対
策
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
に

し
て
お
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ま

か
ら
も
、
不
法
投
棄
現
場
や
不
審
車

両
等
を
見
か
け
ま
し
た
ら
、
当
課
ま

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
市
民
環
境
課
環
境
対
策
係

1
&3
１
２
１
１
（
内
線
１
４
２
５
）

－４－

阿
久
根
市
衛
生
自
治
会
だ
よ
り

不法投棄などの現場を見かけたら
すぐにお知らせください

平成15年度
阿 久 根 市 衛 生 自 治 会
特別会計ごみ袋事業予算

繰越金
2,584,113円

（
赤
瀬
川
地
区
内
の
不
法
投
棄
現
場
）

（
鶴
川
内
地
区
内
の
不
法
投
棄
現
場
）



－５－

家庭から排出される使用済みパソコンをリサイクル処

理する「パソコンリサイクル」が１０月１日からスター

トしました。

これは、全国で排出量年間約9,000㌧にものぼる使用済

みパソコンを再資源化することにより、廃棄物の削減と

資源の有効利用の促進を目指すためのものです。

なお、ごみ処分場（北薩広域行政事務組合環境センタ

ー）での処分はできませんので、家庭から使用済みパソ

コンを排出される際は右記の要領で行ってください。

q パソコンが不要になったら各製造業者（メーカー）
に回収を申し込みます。

h

w 各製造業者（メーカー）の指示に従いリサイクル料
金を支払います。

※右のＰＣリサイクルマークがつ
いている製品については、リサ
イクル料金を支払う必要はあり
ません。

h

e 各製造業者（メーカー）から「輸送伝票」が送られ
てきます。

h

r 排出するパソコンを梱包し、送付された「輸送伝票」
を見やすい場所に貼ります。

h

t 各製造業者（メーカー）から指示された郵便局に持
ち込むか、取りにきてもらうよう連絡をします。

家庭系パソコンのリサイクルに関する情報は、^電子
情報技術産業協会（JEITA）のホームページでもご覧に
なれます。
JEITAホームページ　http://www.pc3r.jp/home.html

《対象機器》

●個人で購入し不要になった

デスクトップパソコン

ＣＲＴディスプレイ

ノートパソコン

液晶ディスプレイ

1010月から家庭系パソコンリサイクルが始まりました月から家庭系パソコンリサイクルが始まりましたYY

詳しいお問い合わせ先

市役所市民環境課環境対策係

1７３－１２１１（内線１４２５）

～清らかで　豊かなふるさとを　未来へ～

第５回　かごしま環境フェア　イベントのご案内
10月25日gから26日aにかけて出水市文化会館及び駐車場において、「第５回　かごしま環境フェア」が開催さ

れます。環境保全に関する展示物や講演会、発表会などの催し物のほか、フリーマーケット、物産展、おいしいパ

ン屋さんの出展、その他盛りだくさんの内容となっております。どうぞお越しください。

●参加イベント‥‥‥地球環境を守る漫画展、自然の恵みふるさと物産展、クリーンエネルギーフェア、環境パネル

（２日間） ラリー、エコ製品・機器展示コーナー、フリーマーケット、美味しいパン屋さん

●ステージイベント（10：00～17：00）

オープニングセレモニー、オモチャキッドオリジナ

ルステージ、決定YＥＣＯ－１グランプリ、美味し

く楽しくエコクッキング、環境講演会、おもしろ環

境実験教室

●ステージイベント（10：00～16：00）

子どもたちの環境活動発表会、親子で楽しむバルー

ンアート教室、はたしんやのエコ生活向上委員会、

決定YＥＣＯ－１グランプリ、おもしろ環境実験教

室



－６－

楽しい話題・催し物などお知らせください。

市役所　広報係1&3１２１１（内線1214）

━━ 本市で「ザ・漁師塾」短期研修 ━━
漁業への就業を目指す人々を対象に県が実施している漁

業研修「ザ・漁師塾」の短期講座が９月１日から５日まで
の５日間、本市でありました。研修初日の１日、北さつま
漁協で行われた開講式には県内はもとより遠くは東京都か
ら参加した56歳から18歳までと幅広い年代の受講者11人が
出席。東京都から参加した男性™6は、「建築現場で働いてい
るが、海が好きでこの研修に参加した。多くのことを覚え
て帰りたい」と抱負を語りました。
期間中、参加者らは、まき網、ごち網、一本釣りの３つ

の漁業について実際に操業する漁船に乗船し研修。現役の
漁師からみっちりと指導を受けました。

━━ 出水電気工事工業協同組合 ━━
出水電気工事工業協同組合と同青年部では９月６日、市

内の85歳以上の独り暮らしの高齢者宅を訪問し、電気設備
の無料点検を実施しました。これは、同組合が高齢者の
方々に電気設備を安全有効に利用してもらおうと平成５年
度から行っているものです。
この日は、同組合に加盟する電気工事業者ら約50人が20

組に分かれて、市内の約200世帯を訪問し、配電盤の点検
や古くなった照明の部品交換などを実施。訪問先のお年寄
りの方々からも「電球を取り替えるのも自分では一苦労。
本当に助かります」などと感謝の声が寄せられていました。

━━ 阿久根高等学校　美術・書道作品展 ━━
県内の公立高校でもめずらしい芸術コースを持つ阿久根

高等学校の美術・書道校外作品展が９月30日から10月５日
までの６日間、だいわ阿久根店で開催されました。
今年創立80周年を迎えた同校の記念事業の一環で、美術

部、書道部の部員や芸術コースの生徒、同校ＯＢ、職員ら
が出品した絵画や陶芸、書など116点がずらりと展示。芸
術の秋にふさわしい催しに、学校関係者はもとより大勢の
人々が会場を訪れ、豊かな感性あふれる作品の数々をじっ
くりと鑑賞していました。



－７－

━━ 阿久根水泳スポーツ少年団　水泳マラソン ━━
阿久根水泳スポーツ少年団で今年卒業する団員らを送り

出す恒例の水泳マラソンが９月27日、Ｂ＆Ｇプールであり
ました。
中学３年生の団員らにとって、少年団で泳ぐのはこれが

最後。この日は、団員ら約40人が、21.1Dを100ｍ～200ｍ
ずつリレー方式で泳ぎ継ぎ、午前９時のスタートから５時
間27分40秒かけて無事ゴール。キャプテンの上釜香織さん
（阿久根中３年）は「今日までよく頑張ったなと思いながら
泳いだ。この水泳マラソンを、これからもぜひ続けてもら
いたい」と話していました。

━━ ロータリー旗争奪　阿久根・長島地区ソフトボール大会 ━━
子どもたちの健全育成を目的とした第20回ロータリー旗

争奪阿久根・長島地区ソフトボール大会（阿久根ロータリ
ークラブ主催）が９月23日、市総合運動公園ソフトボール
場でありました。
大会には、地区内の小学生が所属する14チームが出場。

選手たちは、Ａ・Ｂ２つのブロックに分かれて、保護者ら
の声援を受けながら、元気いっぱいに白球を追いかけてい
ました。熱戦の末Ａブロックでは西目が優勝、脇本Ａが準
優勝、Ｂブロックでは阿久根が優勝、山下が準優勝に輝き
ました。

━━ 阿久根交通・地域安全グラウンド・ゴルフ大会 ━━
第５回阿久根交通・地域安全グラウンド・ゴルフ大会が

９月25日、市総合運動公園陸上競技場でありました。
大会には、市内の70チーム、約350人が参加。日頃の練

習の成果を競い合う一方、競技の合間には交差点付近で起
こしやすい事故等について車やバイクを用いた実演を見学。
安全意識を再確認しました。なお、大会の結果は次のとお
りです。 （※敬称略）
○団体の部　q潟Ａw赤瀬川Ａe赤瀬川Ｄ
○個人の部　q藤脇末長（大丸）w大尾文一（赤瀬川Ｄ）

e中原チトミ（潟Ａ）r桐原ハツ子（潟Ｂ）t安川英昭
（潟Ａ）

━━ 市身体障害者福祉協議会 ━━
市身体障害者福祉協議会の会員らが９月８日、市総合運

動公園内にある学童クラブ「ガッツ」周辺の清掃作業を実
施しました。
これは、同協議会が、社会奉仕活動の一環として例年実

施しているものです。
この日は、早朝から草刈り機やカマ、せん定バサミなど

を持参した会員ら約20人が参加。出水養護学校に通う生徒
らが利用する「ガッツ」周辺の雑草を刈り取ったり、樹木
のせん定作業などを行い、心地よい汗を流しました。



－８－

●趣旨
これからの変化の激しい社会を主体的に生き

る、心身ともにたくましい「あくねっ子」の育
成を図るためには、家庭・学校・地域社会が一
体となって、地域に開かれた、特色ある学校づ
くりを進めることが大切です。
そのために、阿久根市では、市民の皆さまが

自由に学校を参観し、各学校の教育活動に触れ
ていただく機会として、「地域が育む『あくね
の教育週間』」を設定しました。

●期　間 10月27日b～11月14日f

●場　所 各小・中学校
●対象者 保護者や校区、市民の方々で参観を

希望される方
●参観を希望される場合

各学校の実施日を参考にして希望さ
れる学校で行われている活動や校内
の施設をご自由にご参観ください。

●お問い合わせ先
阿久根市教育委員会学校教育課

1７３－１２１１（内線１３１４）
※なお、各学校の細かい内容については、
直接学校にお問い合わせください。

学校名 実施日 内　　　　　　　　　容

阿久根小 11／6～7

大 川 小 11／4～7

西 目 小 11／11c

山 下 小 10／30e

鶴川内小 11／6～7

授業及び校内のフリー参観（６～７日）
音楽鑑賞会（７日）
授業及び校内のフリー参観。給食試食会、遊
びや授業参加、ふれあい交流活動の実施など
授業及び校内のフリー参観
高齢者とのふれあい活動（午前中）
授業及び校内のフリー参観（午前中）
授業及び校内のフリー参観
分かるできる授業フリー参観（１・２校時）
地域ＧＴとの授業フリー参観（３校時）
いもほり体験＆試食会（青空給食）（４校時）
ぐりぐら会による読み聞かせ、子どもによる
読書感想文・読書感想画の発表
授業及び校内のフリー参観
午前中‥‥フリー参観（校区の方々）
５校時‥‥授業参観（保護者・高齢者他）
６校時‥‥高齢者とのふれあい活動
授業及び校内のフリー参観
授業及び校内のフリー参観
数学の研究授業（27日）
学習発表会（30日）
授業及び校内のフリー参観
文化祭の参観。ＰＴＡバザーの実施。
給食参観、校内のフリー参観（５校時）
授業及び校内のフリー参観　　

田 代 小 10／31f

折 多 小 11／12d

尾 崎 小 11／11c

脇 本 小 10／31f

阿久根中
10/27

　29～31

大 川 中 11／4～7

鶴川内中
11／２a

11／６e

三 笠 中 11／4～7

本校では、阿久根市の恵まれた自然環境や人的環境
の特色を生かし、「未来をひらくあくねっ子、人類と地
球のために」をテーマに、総合的な学習の時間を中心
にして豊かな体験活動を推進しています。
主な活動としては、「阿久根市に関するプロジェクト

学習」「集団宿泊学習」「福祉介護・障害者疑似体験活
動」「阿久根の魚介類を使った創作料理体験活動」「幼
稚園・保育園での園児との交流活動」「阿久根市内の空
き缶拾いおよび清掃活動」などがあげられます。
その中でも本校の特色ある活動の一つが、「阿久根の

魚介類を使った創作料理体験活動」です。この活動の
ねらいは、阿久根市の漁業に関して理解を深め、地元
の魚介類を使った創作料理体験を行うことで、地元の
水産業の発展に貢献しようとする生徒を育てることで
す。昨年度は、１年生が創作料理に挑戦し、生徒独自
の発想とアイデアでたいへんユニークな料理ができて
いました。調理実習に当たっては、阿久根市鮮魚仲買
組合の方々にも協力していただきました。この学習で

生徒たちは阿久根のお魚の良さを再認識したようでし
た。
本年度は、これまでの活動を更に充実させ、より一

層地元の素材を生かした体験活動を計画・実践してい
ます。これらの活動を通して、生徒たちが阿久根市の
未来を担う人材として、たくましく「生きる力」を身
につけてくれることを願っています。

わが校の豊かな体験活動わが校の豊かな体験活動



い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す
る
か
分
か

ら
な
い
災
害
。
い
ざ
と
い
う
時
に
備

え
て
９
月
７
日
、
市
と
阿
久
根
地
区

消
防
組
合
に
よ
る
防
災
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

「
午
前
７
時
25
分
、
東
シ
ナ
海
を

震
源
と
す
る
地
震
が
発
生
し
、
本
市

沿
岸
に
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た
」

と
の
想
定
で
行
わ
れ
た
今
回
の
訓
練

に
は
、
市
や
消
防
関
係
、
地
域
の
自

主
防
災
組
織
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ハ

ム
ク
ラ
ブ
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

特
に
、
今
年
４
月
に
導
入
さ
れ
た

防
災
行
政
無
線
を
使
っ
て
の
初
め
て

の
本
格
的
な
防
災
訓
練
と
あ
っ
て
、

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
や
無
線
放
送
に
よ
る

住
民
へ
の
避
難
勧
告
や
避
難
解
除
の

周
知
な
ど
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
自
主

防
災
組
織
で
は
住
民
の
皆
さ
ん
に
よ

る
公
民
館
な
ど
へ
の
避
難
訓
練
が
行

わ
れ
た
他
、
ハ
ム
ク
ラ
ブ
に
よ
る
被

害
状
況
の
情
報
収
集
、
消
防
団
に
よ

る
巡
回
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
ら
は
、
緊
迫
し
た
空
気
の

中
で
、
互
い
に
連
携
を
図
り
な
が
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
災
害
を
想
定
し

本
番
さ
な
が
ら
に
訓
練
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

既
存
住
宅
の
解
体
や
造
成
、
関
連

道
路
の
整
備
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い

た
寺
山
団
地
で
第
２
期
新
築
工
事
が

始
ま
り
９
月
20
日
、
現
地
で
安
全
祈

願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

安
全
祈
願
祭
に
は
、
市
や
工
事
の

施
工
者
ら
が
出
席
。
工
事
期
間
中
の

無
事
と
完
成
を
祈
願
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
老
朽
化
が
激
し
く
改
善

が
急
が
れ
て
い
た
同
団
地
の
建
て
替

え
事
業
に
平
成
９
年
度
に
着
手
。
こ

れ
ま
で
に
県
営
住
宅
40
戸
と
合
わ
せ

て
市
営
住
宅
の
１
期
工
事
に
よ
る
１

棟
、
19
戸
が
完
成
。
す
で
に
供
用
が

開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
第
２
期
工
事
で
建
設
さ
れ

る
の
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

４
階
建
て
の
団
地
３
棟
、
合
計
62
戸

で
、
平
成
16
年
10
月
完
成
の
予
定
で

す
。快

適
な
住
環
境
を
実
現
す
る
新
た

な
居
住
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
市
民
の

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
ら
経
営
改
善
計
画
を
策
定
し
、

意
欲
的
に
農
業
経
営
に
取
り
組
む
農

家
に
対
す
る
農
業
経
営
改
善
計
画
認

定
書
の
交
付
式
が
９
月
19
日
、
市
役

所
で
あ
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
竹
下
隆
夫
さ
ん
（
筒
田
、

果
樹
複
合
）
が
新
た
に
認
定
、
真
鍋

正
さ
ん
（
上
野
、
果
樹
専
業
）
と
牧

内
次
雄
さ
ん
（
山
下
馬
場
、
果
樹
複

合
）の
２
人
が
再
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
本
市
の
認
定
農
業

者
は
１
４
７
人
と
な
り
ま
し
た
。

新
た
に
認
定
農
業
者
と
し
て
斉
藤

市
長
か
ら
認
定
書
の
交
付
を
受
け
た

竹
下
さ
ん
は
、「
経
営
規
模
拡
大
な

ど
の
目
標
達
成
に
向
け
て
が
ん
ば
り

た
い
」
と
こ
れ
か
ら
の
農
業
経
営
に

向
け
た
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

－９－

防災行政無線を使って避難を呼びかける一
斉放送を流す訓練の様子

工事の安全を祈願し苅初の儀を行う斉藤市長

市民の快適な住環境整備へ
寺山団地新築
第２期工事スタートY

認定書交付式の様子

明
日
の
農
業
を
担
う

意
欲
あ
ふ
れ
る
農
家
を
支
援
Y

市道遠見ケ岡線は、市街地からグランビューあくね
（旧国民宿舎あくね）を経由して佐潟地区や潟区画整
理区域を結ぶ道路です。
このうちグランビューあくねと番所丘公園を結ぶ延

長816ｍの区間について、通行の安全と利便性を図る
とともに、観光・レクリエーション振興を目的として、
平成６年度から総事業費１億７千万円、幅員10.5ｍで
道路改良事業を行い、本年度完了しました。散策道と
してもぜひ一度利用してみてはいかがでしょうか。

改良工事を完了した市道遠見ヶ岡線

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
‥
‥

地
震
・
津
波
を
想
定
し
防
災
訓
練



【
設
問
１
】

あ
な
た
の
性
別
は
ど
ち
ら
で
す
か
？

ア．

男

イ．

女

【
設
問
２
】

あ
な
た
の
年
代
は
次
の
い
ず
れ
で
す
か
？

ア．

20
代
以
下

イ．

30
代

ウ．

40
代

エ．

50
代

オ．

60
代

カ．

70
代
以
上

【
設
問
３
】

あ
な
た
は
市
か
ら
の
情
報
を
何
に
よ
っ
て

得
て
い
ま
す
か
？
　
　
　
　
（
複
数
回
答
可
）

ア．

広
報
あ
く
ね

イ．

市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ウ．

防
災
行
政
無
線
（
区
長
放
送
含
む
）

エ．

区
長
等
を
通
じ
て
配
布
さ
れ
る
各
種

文
書
（
広
報
あ
く
ね
以
外
）

オ．

そ
の
他
（

）

【
設
問
４
】

あ
な
た
は
、
市
が
毎
月
発
行
し
て
い
る
広

報
あ
く
ね
を
、
ど
の
程
度
ご
覧
に
な
っ
て
い

ま
す
か
？

ア．

毎
月
読
ん
で
い
る

イ．

よ
く
読
ん
で
い
る

ウ．

あ
ま
り
読
ま
な
い

エ．

ほ
と
ん
ど
読
ま
な
い

【
設
問
４
―
１
】

（【
設
問
４
】
で
ウ
・
エ
と
答
え
た
方
に
）

そ
の
理
由
は
な
ぜ
で
す
か
？（

複
数
回
答
可
）

ア．

内
容
が
つ
ま
ら
な
い

イ．

必
要
な
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い

か
ら

ウ．

読
み
づ
ら
い

そ
の
理
由
は
？

q
文
字
が
多
い

w
文
字
が
小
さ
い

－10－

市
で
は
、
本
市
の
政
策
や
施
策
、
各
種
お
知
ら
せ
な
ど
の
行
政
情
報
を
市
民
の
皆

さ
ま
に
提
供
す
る
目
的
で
、
毎
月
１
回
「
広
報
あ
く
ね
」
を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
他
に
も
、
市
の
広
報
・
公
聴
活
動
と
し
て
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

よ
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
情
報
提
供
に
努
め
る
一
方
、
ア
ク
ネ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
通
じ

て
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
う
け
た
ま
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

「
広
報
あ
く
ね
」
で
は
、
正
確
で
わ
か
り
や
す
い
情
報
を
提
供
し
な
が
ら
、
よ
り

多
く
の
方
々
に
ご
愛
読
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
紙
面
づ
く
り
を
心
が
け
て
お
り
ま

す
が
、
さ
ら
に
皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
親
し
ま
れ
る
行
政
広
報
紙
の
発
行
を
目
指
し
、

今
回
「
広
報
あ
く
ね
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

「
こ
ん
な
情
報
を
掲
載
し
て
欲
し
い
。」「
あ
ん
な
コ
ー
ナ
ー
が
あ
れ
ば
い
い
の
に
。」

「
こ
の
コ
ー
ナ
ー
が
楽
し
み
。」
等
々
、
読
者
で
あ
る
市
民
の
皆
さ
ま
方
の
、
率
直
な

ご
意
見
や
ご
感
想
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

広
報
あ
く
ね
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
行
政
を
つ
な
ぐ
、
身
近
な

広
報
紙
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
記
入
や
返
信
の
方
法
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
月
号
に
と
じ

込
ん
で
あ
り
ま
す
別
紙
「
広
報
あ
く
ね
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
記
入
用
紙
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

広広
報報
ああ
くく
ねね

読読
者者
アア
ンン
ケケ
ーー
トト

て



e
紙
面
の
レ
イ
ア
ウ
ト
（
構
成
）
が

悪
い

r
そ
の
他

（

）

エ．

そ
の
他

【
設
問
５
】

あ
な
た
が
、
毎
月
の
紙
面
の
中
で
、
よ
く

読
む
記
事
は
何
で
す
か
？
　
（
複
数
回
答
可
）

ア．

各
種
市
政
だ
よ
り

イ．

み
ん
な
の
ア
ル
バ
ム

ウ．

図
書
館
だ
よ
り

エ．

短
歌

オ．

消
費
生
活
講
座

カ．

保
健
セ
ン
タ
ー
行
事

キ．

子
育
て
支
援

ク．

男
女
共
同
参
画

ケ．

暮
ら
し
の
情
報
等
の
お
知
ら
せ

コ．

休
日
の
在
宅
医
さ
ん

サ．

誕
生
・
ご
め
い
ふ
く

シ．

た
だ
今
青
春

ス．

サ
ー
ク
ル
紹
介

セ．

そ
の
他

（

）

紙
面
の
中
で
、
今
後
取
り
上
げ
て
欲
し
い

内
容
や
、
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
情
報
等

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
自
由
に
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

【
設
問
７
】

「
広
報
あ
く
ね
」
に
対
す
る
ご
感
想
や
ご
意

見
、
ご
要
望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
自
由

に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

【
設
問
８
】

あ
な
た
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
意
見

や
要
望
な
ど
を
留
守
番
電
話
と
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
受
け
付
け
る
「
ア
ク
ネ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

が
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
？

ア．

は
い
　
　
　
イ．

い
い
え

あ
な
た
は
ア
ク
ネ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
利
用

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

ア．

あ
る
‥
‥
‥
利
用
回
数
（

回
）

イ．

な
い

【
設
問
10
】

ア
ク
ネ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
関
す
る
ご
意
見

や
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
自
由
に
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

【
設
問
11
】

あ
な
た
の
ご
自
宅
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
が
あ
り
ま
す
か
？

ア．

あ
る
　
　
　
イ．

な
い

【
設
問
12
】

あ
な
た
は
、
市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

ア．

あ
る
　
　
　
イ．

な
い

（【
設
問
12
】
で
ア
と
答
え
た
方
に
）
ど
の

程
度
の
頻
度
で
ご
覧
に
な
り
ま
す
か
？

ア．

毎
日

イ．

週
１
回
程
度

ウ．

月
１
回
程
度

エ．

年
に
数
回
程
度

オ．

そ
の
他

【
設
問
13
】

市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
ご
感

想
や
ご
意
見
、
ご
要
望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら

ご
自
由
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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
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
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
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
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
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
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
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
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
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




















































【
設
問
６
】

【
設
問
９
】

【
設
問
12
―
１
】
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＊職場におけるセクシュアルハラスメント

　は，女性労働者を働きにくくさせる問題

　であり，職場のモラルを低下させ，業務

　の円滑な遂行を妨げるものです。

＊職場においては，男性も女性も対等なパ

　ートナーです。またパート，アルバイト，

　派遣社員の皆さんも同じ職場に働く仲間

　です。相手の立場に立って，普段の言動

　を振り返り，セクシュアルハラスメントのない，快適な職場を作っていきましょう。

＊雇用の場におけるセクシュアルハラスメントでお悩みの方は，

　鹿児島労働局雇用均等室

　TEL　０９９－２２２－８４４６までご相談ください。

◎対価型セクシュアルハラスメントの例

・事務所内において事業主が女性労働者に対

　して性的な関係を要求したが，拒否された

　ため，その女性労働者を解雇すること。

・出張中の車中において上司が腰，胸等に触

　ったが，抵抗されたため，その女性労働者

　について不利益な配置転換をすること。

・営業所内において，所長が日頃から女性労

　働者に係る性的な事柄について公然と発言

　していたが，抗議されたため，その女性労

　働者を降格すること。

◎環境型セクシュアルハラスメントの例

（身体接触型）

　・給湯室において上司が女性労働者に対して抱きつい

　　てきたため，それ以来出勤するのがつらくなってい

　　ること。

（発言型）

　・会社内で顔を合わせると必ず性的な冗談を言ったり，

　　容姿，身体に関することについて聞く男性労働者が

　　おり，女性労働者が非常に苦痛に感じていること。

（視覚型）

　・女性労働者が抗議しているにもかかわらず，事務所

　　内にヌードポスターを掲示しているため，女性労働

　　者が苦痛に感じて業務に専念できないこと。



－13－

不要農薬等の回収を行います不要農薬等の回収を行いますZZ
・・・倉庫の中に眠っている　農薬はありませんか？・・・

市役所農政課とＪＡでは、環境保全及び無登録農薬の使用等を防止することから、
使用する予定のない農薬、使用期限切れの農薬等の回収を行います。
１．回収日時 11月５日d 午前７時30分～午前10時
２．回収場所 Ａコープ三笠店隣広場、市民会館隣広場
３．回収費用 回収費用は下記のとおりです。また、口座引き落としができま

及び助成 せんので、必ず現金をご持参ください。
なお、市より回収費用の１／３以内の助成があります。

※ただし、助成金は後日払い込み（口座振込予定）となりますの
で、回収当日は全額支払いとなります。

《回収する農薬等の品目及び回収費用》

※重量は容器込みの重さとなり、回収費用は消費税込みの費用となります。
４．委任状の 回収した農薬等はＪＡで取りまとめを行い、回収業者へ引き渡すため、廃棄処分処理法等により、

提出 農家からＪＡへ委任状が必要となります。委任状用紙は、各小組合長にお渡ししてありますので、
持ち込む方は、小組合長より委任状を受け取り、必要事項をご記入の上、押印し必ず持参してく
ださい。

５．注意事項 q農薬は、必ず容器ごと持ち込んでください。計量も容器ごと行います。
w空容器は洗浄する必要はありません。
e無登録農薬や処理に困っている農薬等も回収します（氏名等を公表することはありません）。
r畜産農家の消毒剤、注射液及び空容器等も回収します。
tピクリン等の土壌消毒剤については、残液・残臭が外に漏れないように十分注意してください。
また、容器が腐食しているときは、事前にお知らせください。係員がお伺いして、安全性を調査
します。

y特殊な農薬等の回収価格は、種類に応じて異なります。
u回収費用に余剰金が生じた場合は、助成金払い込みと合わせて還付します。

《お問い合わせ先》　　市役所農政課農政係　　　　1７３－１２１１（内線１１３３・１１３７）
鹿児島いずみ農業協同組合　三笠事業所農畜産課　　　1７５－１４１１

阿久根事業所農畜産課　　1７２－１１１１

10月は「土地月間」です！　利用してこそ生きる土地 －情報化時代の土地活用－
○大規模な土地取引には、届出がどうして必要なのですか？
土地の投機的取引や地価高騰の抑制と、適正かつ合理的な
土地利用の確保を図るため、『国土利用計画法』に基づき大
規模な土地取引については、２週間以内（契約締結日を含む）
に、市の国土利用計画法担当窓口に届出なければいけません。

○大規模な土地取引とは、どれくらいの面積をいうのですか？
u届出者　　土地の取得者（買主）
u届出の必要な土地の取引（売買、交換、代物弁済等）
（ア）都市計画区域　　　　　　　５，０００g以上
（イ）都市計画区域外の区域　　１０，０００g以上

○届出をしないとどうなりますか？
届出をしないと、法律で罰せられます。

◇問い合わせ先
市役所企画調整課企画係

（国土利用計画法担当窓口）
1７３－１２１１（内線１２１６）

県庁企画調整課土地対策室
1０９９－２８６－２１１１

（内線２３６３・２３６６）

回 収 費 用農 薬 等 の 品 目

粉剤、粒剤、水和剤、乳剤、除草剤 ３００円／o

１，０００円／o

６００円／o

１００円／o

２００円／o

２００円／缶

随時価格／n

クロールピクリン

テロン・臭化メチル剤

ビン

プラスチック

金属缶

土壌消毒剤

空　容　器

特殊農薬その他（水銀剤等）
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赤
々
と
夏
の
夜
空
に
顕
つ
火
星
視
力
の
弱

き
わ
れ
に
も
見
え
て上

　
野
　
河
南
誠
一
郎

久
々
の
剪
定
を
終
へ
前
丘
も
岬
も
見
え
て

風
の
通
り
来

上
　
野
　
亀
澤
　
笑
子

風
鈴
は
南
部
鉄
に
て
音
す
が
し
音
色
聞
き

つ
つ
心
を
癒
や
す

脇
　
本
　
赤
崎
　
タ
エ

日
の
落
ち
て
余
熱
の
さ
め
ぬ
厨
べ
に
汗
を

拭
き
つ
つ
菜
き
ざ
み
を
り

折
　
口
　
白
浜
　
ノ
ブ

砕
け
た
る
ガ
ラ
ス
の
破
片
日
に
光
り
ダ
イ

ヤ
が
い
つ
ぱ
い
と
喜
ぶ
幼

新
　
町
　
玉
川
　
慶
子

迎
へ
火
の
提
灯
か
か
げ
待
つ
み
霊
寛
ぎ
給

へ
も
と
の
居
場
所
に新

　
町
　
遠
矢
　
律

そ
の
夫
の
植
ゑ
し
木
槿
の
花
愛
で
し
亡
き

友
し
の
ぶ
木
槿
咲
く
道

琴
　
平
　
川
畑
　
ス
ミ

群
れ
あ
そ
ぶ
公
園
の
鳩
は
爆
音
に
光
背
に

負
ひ
秋
空
へ
散
る

脇
　
本
　
宮
原
　
範
子

夜
の
樹
に
羽
化
を
と
げ
た
る
蝉
た
ち
よ
い

く
た
び
鳴
き
て
果
て
む
と
い
ふ
や

折
　
口
　
別
府
　
義
明

六
度
目
の
手
術
を
受
け
し
兄
見
れ
ば
運
命

さ
だ
め

と
は
い
へ
我
は
術す

べ

な
し

牛
之
浜
　
若
松
　
薩
男

※
送
り
仮
名
は
歴
史
的
か
な
づ
か
い
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

図書館２階児童室の入口に、『よみきかせのコーナ
ー』を新しく設置しました。読み聞かせに関心のあ
る方、どうぞご利用ください。親子読書会の方から
もいろいろアイディアをいただきました。これから
も利用者の方といっしょに“みんなで育てていくコ
ーナー”にしていきたいと思います。ご意見・ご要
望等ありましたら、気軽に声をおかけください。

《新 着 図 書》
u松岡圭祐「蒼い瞳とニュアージュ」u江国香織
「ナナイロノコイ」u重松清「哀愁的東京」u坂東真
砂子「快楽の封筒」u藤田宜永「キッドナップ」u
小川洋子「博士の愛した数式」u吉村万壱「ハリガ
ネムシ」u大道珠貴「ひさしぶりにさようなら」u
辻内智貴「信さん」u太田治子「星空のおくりもの」
u陳舜祐「道半ば」u乃南アサ「女のとなり」u椎
名誠「地球の裏のマヨネーズ」・・・・・他多数

消 費 生 活 講 座（<119）
「おれ･おれ、わたし･わたし」事件が発生Y
鹿児島県内で身内を装ってお金をだまし取る「おれおれ

詐欺」の被害が、今年４月以降、10件、金額にして700万円
を超えており、阿久根警察署管内では２件、約70万円が被
害にあっています。
おれおれ詐欺の実態は、県外に住む子どもや孫、甥、姪

などを装い、「“おれだよ、俺”（“わたしだよ、私”）、交通
事故を起こして修理代や示談金を要求されている。至急振
り込んで欲しい。」という内容の電話をかけ、お金をだまし
取ります。中には、前もって子どもや親の名前などを調べ
た上で連絡してくる場合もあります。くれぐれも注意して
ください。これは家族への愛情を逆手にとった悪質な犯罪
です。もし、このような電話があった場合は、すぐに振り
込まずに、本人あるいは関係者に連絡をとり、必ず本人で
あることを（子ども、孫、甥、姪）確認してください。
このような電話は、いずれも

高齢者を対象に無差別にかけて
きます。最初に「おれ・俺（わ
たし・私）」といって電話があっ
た場合は、すぐ最寄りの交番か
駐在所、または阿久根警察署
（1７３－０１１０）に通報して
ください。

困ったな、おかしいなと思ったら、市役所水産商工
観光課　消費生活相談窓口へお問い合わせください。

1７３－１２１１（内線１１１２）

子育てサークル（だれでも親子で参加できます）
「遊びたい人、この指と～まれY」子育て中の親と子が
安心して遊び、話せる場を提供しています。
お気軽にご利用ください。

☆親子教室（１０：００～１２：００）
４日c 大川児童館　　　　 18日c 瀬之浦児童館
〃　 瀬之浦児童館　　　 19日d 農村環境改善センター（牧内）

６日e みなみ保育園　　　 〃　 諏訪団地
11日c 鶴川内児童館　　　 20日e みなみ保育園
〃　 農村環境改善センター（牧内） 25日c 鶴川内児童館

12日d 保健センター　　　 26日d 農村環境改善センター（牧内）
13日e みなみ保育園　　　 27日e みなみ保育園
14日f 農村環境改善センター（牧内）

☆年齢別教室‥‥農村環境改善センター
※お問い合わせはみどりが丘保育園まで

第１金曜日（11/７）０～１歳児教室（たまごクラブ）
第３金曜日（11/21）２歳児以上教室（こっこクラブ）

☆園開放（お気軽に園に遊びに来てください）
毎週（金） みなみ保育園
毎週（土） みどりが丘保育園

〔第３土曜日はお父さんもご一緒にどうぞ〕
☆参加は申込制になっていますので、下記の支援センター
に前日までにお申込みください。

地域子育て支援センター
1７３－３４５７　　みどりが丘保育園
1７２－３９３９　　みなみ保育園
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○鹿児島県最低賃金（地域別最低賃金）は、平成１５年度は改
正しないことといたしました。
○県内で働く労働者の方には、平成１４年１０月１日に発効し
ました現行の最低賃金が引続き適用されることとなります。

【現行の最低賃金】・・・効力発生日　平成１４年１０月１日

◇平成１４年１０月１日より鹿児島県最低賃金は時間額のみと
なっております。
◇最低賃金は、臨時、パートタイム労働者、アルバイト等を含
む全ての労働者に適用されます。
◇使用者は、適用される最低賃金を労働者に周知し、必ずこの
金額以上の賃金を支払わなければなりません。
◇最低賃金には、次の賃金は算入されません。
㈰精勤手当、皆勤手当、通勤手当、家族手当
㈪臨時に支払われる賃金（結婚手当など）
㈫１か月を超える期間毎に支払われる賃金（賞与など）
㈬時間外・休日労働及び深夜労働の割増賃金
※なお、産業別最低賃金につきましては今後審議する予定です。
☆最低賃金に関する情報は、鹿児島労働局ホームページにも掲
載されています。（http://www.kagoshima.plb.go.jp/)
お問い合わせ先　　鹿児島労働局労働基準部賃金室

1０９９－２２３－８２７８

名　　　　称 金　　　　額
時間額　６０５円鹿児島県最低賃金

「失業」「育児（介護）休業」「業務上の疾病」等の時
の生活及び雇用の安定並びに労働者の保護・福祉の増
進を図るため労働者を一人でも雇用している事業主は
労働保険（雇用保険と労災保険）への加入が義務づけ
られています。
パート・臨時・試用期間を問わず、要件を満たして

いれば適用されます。
まだ、加入手続きがお済みでない事業主は、最寄り

の公共職業安定所・労働基準監督署で手続きを行って
ください。なお、商工会議所や商工会等労働保険事務
組合、または社会保険労務士に加入手続きを依頼する
こともできます。

【お問い合わせ先】

出水公共職業安定所阿久根出張所

1７３－３４００

川内労働基準監督署

1０９９６－２２－３２２５

◆国民年金は、「老後」だけでなく、
「万が一」の時にも備えます。

病気やケガなどで障害が残ったり、一家の働き手が
亡くなる不幸が発生した時、障害のある人や残された
家族の生活が困らないように国民年金は保障します。

○障害基礎年金
国民年金加入中に初診日がある病気やケガで、一定

の障害が残った時には給付を受けられます。ただし、
65歳未満の人に限ります。
（例）平成15年度　１級障害の給付額　996,300円

２級障害の給付額　797,000円

○遺族基礎年金
国民年金加入者が亡くなったとき、その人に生計を

維持されていた子（18歳まで。障害がある子は20歳ま
で。）のある妻及びその子が給付を受けられます。
（例）平成15年度

子のある妻の給付額　1,026,300円
子１人だけの給付額　　797,000円

この保障を受け取るためには、保険料の滞納がない
ことが要件です。何があるかわからないのが人生‥‥
年金受給の無資格者にならないために保険料を納付し
ましょう。

国民年金保険料の納付書は、川内社会保険事務所に
請求してください。
口座振替は安心で確実。最寄りの金融機関、郵便局

等の窓口にお申し出ください。

◆保険料の納付が困難な時は、次の制度を活用して滞
納となるのを防ぎましょう。
☆「保険料免除制度」

‥‥‥全額免除と半額免除があります。
前年所得が一定基準以下で保険料の納入が困難

なときに、市の窓口で申請できます。失業した場
合には、ハローワークが発行する失業証明書等を
添えて申請します。
「半額免除」の承認は、残りの半額の納入が条件
です。必ず半額を納入しましょう。

○免除の期間‥‥‥申請した月の前月分から６月ま
での12カ月以内の期間

☆「学生納付特例制度」
‥‥‥卒業後の納入が承認されます。

学生本人の前年所得が一定額以下であれば、市
の窓口で申請できます。失業も、考慮されます。
（ハローワークが発行する失業証明書等を添付）
○免除の期間‥‥‥申請した月の前月分から年度末

までの12カ月以内の期間
国民年金保険料は、未納のまま２年間経過すると納

められなくなり受給資格期間から除かれます。これに
対して、全額（半額）免除、学生納付特例の保険料は
10年以内に納めることができます。

◇国民年金に関するご相談やお問い合わせ先
川内社会保険事務所　10996（22）5276（代表）
市役所市民環境課国民年金係

1&3１２１１（内線1423）
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今年度は、次の日程のとおり検診を行います。
不明な点は保健予防係までお尋ねください。
〈対　象　者〉 ３０歳以上の女性（平成１６年３月３１日現在）
〈検　診　料〉 〈日　　　程〉

※子宮がん検診の問診の結果、体部がん検診の必要な
方は、自己負担金５００円です。

※骨粗しょう症検診は、妊娠中の方は受診できません
ので、ご注意ください。

※５月から６月にかけて実施した希望調査で、検診を
「希望する」方と未回答の方に、１０月の広報でそれ
ぞれの検診受診票および問診票を配布します。

期　日

11/18
（火）

11/19
（水）

11/20
（木）

期　日

11/21
（金）

11/26
（水）

11/27
（木）

受付時間 受付時間実施場所

保 健 セ ン タ ー

脇本地区公民館

鶴川内地区集会施設

保 健 セ ン タ ー

実施場所

保 健 セ ン タ ー

保 健 セ ン タ ー

西目地区集会施設

8:30～ 9:00

12:30～13:00

8:30～ 9:00

12:30～13:00

8:30～ 9:00

12:30～13:00

8:30～ 9:00

12:30～13:00

8:30～ 9:00

12:30～13:00

8:30～ 9:00

12:30～13:00

　　　　検 診 料

検診内容　　　　
基本料金

自　　己　　負　　担

40～69歳 70歳以上

無　料

30～39歳

3,330円

2,050円

1,000円

2,050円

1,000円

2,050円 2,050円

子 宮 が ん 検 診

骨粗しょう症検診

【このページに関するお問い合わせ先】

市役所健康増進課保健予防係

1７３－１２１１

（内線１４３１・１４３２）

総合健康診査のお知らせ
下記の日程で、４０歳以上

の方を対象に健康診査を実施
します。
各地区の保健推進員を通じ

て受診票および問診票を配布
しています。受診票の届いて
いない方も受診できますので、
係までお問い合わせください。

《健診内容》

●基本健康診査　　●胃がん検診　　　●大腸がん検診
●腹部超音波検診　●前立腺がん検診　●肝炎ウイルス検診

●歯科相談（１０／２８・３０、１１／６の３日間）
（今回の総合健診では、骨粗しょう症検診は行いません。）

※料金等、詳細については、電話にてお問い合わせください。

期　　日

【受付時間】７：００～９：００（健診開始　７：３０～）

実　施　場　所 期　　日 実　施　場　所

10/21C

10/22D

10/23E

10/24F

10/28C

10/29D

10/30E

10/31F

11/ 5D

11/ 6E

11/ 7F

西目地区集会施設

西目地区集会施設

保 健 セ ン タ ー

保 健 セ ン タ ー

保 健 セ ン タ ー

保 健 セ ン タ ー

保 健 セ ン タ ー

鶴川内地区集会施設

脇本地区公民館

保 健 セ ン タ ー

西目地区集会施設

いい歯の日（１１月８日）に合わせて、歯の健
康について考えてみませんか。

◇日時 １１月８日g

１３：３０～１５：００
◇場所 保健センター
◇講師 久木田　昌隆　先生（久木田歯科医院）

吉元　和八　先生
（よしもと歯科クリニック）

◇内容 ・講演「歯周病って何？
～歯の健康を保つコツ～」

・きれいな口元になるための「健口体操」
◇参加 どなたでも自由参加。無料
※多数の方々のご参加をお待ちしております。

◇対 象 者 q６５歳以上の方
w６０歳から６５歳未満で心臓、
肝臓、呼吸機能、ヒト免疫不全
ウイルスによる免疫機能に障害
を有する方

◇実施期間 １０月１５日d～１２月３１日d

◇実施場所 各医療機関
◇料　　金 １，０００円

※対象者には、１０月の広報配布で予診票を送付
します。
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保
健
セ
ン
タ
ー
・
11
月
の
行
事

次のとおり集団献血を行います。
市民の皆さまのご協力をお願いいたします。

日　時　１０月２１日（火）
午前９時３０分～午前１１時３０分まで
午後０時３０分～午後　４時３０分まで

場　所 阿久根市役所　正面玄関前
ＪＲ阿久根駅前
Ａコープ三笠店　駐車場

先日、兵庫県にて野生動物の肉等の生食を原因とするＥ型
肝炎ウイルス食中毒の発生事例が報告されました。
Ｅ型肝炎の感染防止の観点から、野生動物の肉等の生食は

避けましょう。特にＥ型肝炎は妊婦に感染すると劇症肝炎を
発症し、死亡する率が高いという研究結果があるため、妊婦
は特に野生動物の肉等を生で食べることは控えましょう。
また、豚レバーについても、市販品の一部からＥ型肝炎ウ

イルスの遺伝子が検出され、不十分な加熱による人への感染
の可能性を示唆する報告が英科学誌に掲載されました。豚レ
バーなどの豚由来食品についても、生食を避け、十分加熱し
て食べましょう。

●健康相談

〔時　間　　午前９：００～９：３０〕

※健診結果や健康に関する相談を開催します。

※健康手帳をお持ちの方は持参してください。

大川地区公民館

脇本地区公民館

保健センター

　１０月３０日（木）

　１０月２９日（水）

　１０月３１日（金）

「消化器系の癌について」

◇日　時 １０月２２日（水）
午後２時～午後３時

◇場　所 阿久根市民病院４階大ホール
★★どなたでも参加できます（無料）★★

◇お申し込み及びお問い合わせ先
阿久根市民病院地域医療連携室

（1７３－１３６８）
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11
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〜
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時

○
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月
23
日
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展
示
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門
　
　
９
時
〜
15
時

・
展
示
物
即
売
　
15
時
〜
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時
30
分

・
演
芸
部
門
　
　
13
時
〜
15
時

※
こ
の
他
、
う
ど
ん
・
お
に
ぎ
り
・

野
菜
・
漬
け
物
な
ど
の
即
売
や
バ
ザ

ー
、
餅
つ
き
や
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
等
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、

盛
り
沢
山
の
催
し
で
、
皆
さ
ま
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
役
所
な

ど
が
行
っ
て
い
る
仕
事
に
対
す
る
疑

問
、
要
望
又
は
相
談
ご
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
そ
の
よ
う
な
と
き
は
、
総

務
省
の
「
行
政
相
談
委
員
」
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

期
間
中
は
、
次
の
と
お
り
行
政
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

◇
日
時

10
月
21
日
c

午
前
９
時
〜
正
午

◇
場
所

市
民
会
館
２
階
会
議
室

※
本
市
の
行
政
相
談
委
員

飯
尾
寛
治
さ
ん

阿
久
根
市
栄
町
98（
1
&2
１
６
１
１
）

狩
猟
期
間
は
11
月
15
日
か
ら
２
月

15
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
期
間

中
は
、
銃
及
び
わ
な
等
に
よ
る
事
故

に
あ
わ
な
い
よ
う
に
十
分
気
を
付
け

て
く
だ
さ
い
。

狩
猟
を
行
う
た
め
に
は
、
狩
猟
免

許
と
狩
猟
者
登
録
が
必
要
で
す
。
な

お
、
狩
猟
期
間
外
に
つ
い
て
は
捕
獲

許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
捕
獲
は
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
農
林
業
者
が
自
ら

の
事
業
に
対
す
る
被
害
を
防
止
す
る

目
的
で
敷
地
内
に
囲
い
わ
な
を
設
置

す
る
場
合
も
狩
猟
期
間
内
に
限
ら
れ

ま
す
の
で
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
農
政
課
林
政
係

1
&3
１
２
１
１（
内
線
１
１
３
２
）

出
水
地
区
平
成
15
年
度
稲
わ
ら
基

準
価
格
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
稲
わ
ら
基
準
価
格

○
掛
け
干
し

10
㌃
（
１
反
）

９
０
０
０
円

○
コ
ン
バ
イ
ン

10
㌃
（
１
反
）

４
５
０
０
円

※
規
格
及
び
条
件

・
車
両
が
隣
接
可
能
な
場
所
に
集
積

し
て
あ
る
こ
と
。

・
充
分
に
乾
燥
し
、
長
期
保
存
に
耐

え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

・
こ
れ
以
外
の
場
合
は
、
両
者
で
協

議
し
決
定
す
る
。

◎
稲
わ
ら
交
換
堆
肥
基
準
価
格

○
２
㌧
車

４
５
０
０
円

た
だ
し
、
堆
肥
と
稲
わ
ら
を
交
換

す
る
場
合
は
、
両
者
協
議
の
う
え
決

定
す
る
。

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
い
ず

れ
か
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
々
を

対
象
と
し
た
携
帯
電
話
使
用
料
の
割

引
制
度
が
、
一
部
の
携
帯
電
話
会
社

で
こ
の
９
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
障
害
者
の
方
々
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
さ
ら
に
豊
か
に

す
る
も
の
と
し
て
携
帯
電
話
を
幅
広

く
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
サ
ー

ビ
ス
で
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
役
所
生
き
が
い
対
策
課
福
祉
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

1
&3
１
２
１
１
（
内
線
１
４
３
５
）

12
月
は
、
給
与
等
に
係
る
源
泉
所

得
税
の
年
末
調
整
の
月
で
す
。

毎
月
給
与
等
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ

た
所
得
税
の
１
年
間
の
合
計
額
と
、

そ
の
年
の
給
与
総
額
に
対
す
る
年
税
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11
月
９
日
（
日
）

本
町
通
り
で
開
催
Y

「「高校生のための就職面接会高校生のための就職面接会」」
参加事業所受付募集参加事業所受付募集

平成１６年３月の高等学校卒業予定者の就職環
境は、長引く景気の低迷等の影響を受け極めて厳
しい状況が予想されます。このままでは、多くの
生徒が就職先を決定できず卒業することが懸念さ
れます。
そこで、鹿児島労働局、ハローワーク、県では、

就職希望生徒に就職の応募機会を提供し、就職未
内定者の早期解消を図るために、「高校生のための
就職面接会」を開催します。
フレッシュで優秀な人材を求める事業主の皆さ

まの多数の参加をお願いいたします。

◇開催日時 １１月１８日（火）
午後１時～午後５時

◇開催場所 鹿児島アリーナ（1099-285-2244）
◇受付締切 １１月７日（金）

◇お問い合わせ先　出水公共職業安定所
1６２－０６８５



真ま

優ひ
ろ

額
と
は
一
致
し
な
い
の
が
普
通
で
す
。

こ
の
た
め
、
源
泉
徴
収
税
額
の
過

不
足
分
を
精
算
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
手
続
き
を
「
年
末
調
整
」

と
い
い
ま
す
。

こ
の
「
年
末
調
整
」
に
つ
い
て
、

事
業
所
の
方
々
を
対
象
に
次
の
日
程

で
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

◇
日
時

11
月
20
日
e

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

◇
場
所

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

出
水
税
務
署
　
1
^2
０
２
０
０

阿
久
根
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
案
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

り
住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時

10
月
28
日
c

午
後
１
時
30
分
〜

◇
場
所

市
民
会
館
第
１
会
議
室

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
都
市
建
設
課
都
市
計
画
係

1
&3
１
２
１
１（
内
線
１
１
２
３
）

次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
▽
２
０
０
２
ウ
エ
ス
タ
ン
リ

ー
グ
実
行
委
員
会
様
（
保
健
体
育
費

へ
）
▽
福
岡
ダ
イ
エ
ー
ホ
ー
ク
ス
阿

久
根
市
後
援
会
様
（
同
）

福
岡
ダ
イ
エ
ー
ホ
ー
ク
ス
阿
久
根

市
後
援
会
並
び
に
ウ
エ
ス
タ
ン
リ
ー

グ
実
行
委
員
会
の
活
動
に
際
し
ま
し

て
は
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
方
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
後
援
会
で
は
、
こ
れ

ま
で
球
団
の
キ
ャ
ン
プ
誘
致
に
向
け

て
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
参
り

ま
し
た
が
、
力
及
ば
ず
今
秋
か
ら
の

新
た
な
キ
ャ
ン
プ
地
が
宮
崎
市
に
決

定
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
活
動
に

終
止
符
を
打
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
皆
さ
ま
か
ら
賜
り
ま
し

た
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
に
、
心
か

ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

次
の
方
々
か
ら
市
社
会
福
祉
協
議

会
へ
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
敬
称
略

○
香
典
返
し

下
薗
ケ
サ
ノ
（
尻
無
上
）
中
西
桂

久
（
上
野
）
溝
上
守
（
横
手
）
松
永

三
千
年
（
牛
之
浜
）
海
平
ノ
リ
エ

（
段
）
藤
園
シ
ヲ
（
佐
潟
）
法
福
信

二
（
出
水
市
）
池
脇
ナ
リ
子
（
丸
内
）

平
田
益
雄
（
横
手
）

※
敬
称
略

出
　
生
　
児
　
保
護
者
（
区
　
名
）

岩
下
　
由
依

ゆ

い

佳
　
敬
（

潟
　
）

赤
h
み
ら
い
　
隆
　
幸
（
高
之
口
）

坂
口
　
勇ゆ

う

太た

武
　
志
（
牧
　
内
）

冨
吉
　
真
奈

ま

な

真
　
一
（
遠
見
ケ
岡
）

釣
井
　
真
優
　
博
　
文
（
永
田
上
）

近
下
　
優ゆ

う

斗と

拓
　
章
（
牧
　
内
）

竹
原
　
咲さ

き

信
　
一
（
下
　
村
）

坂
元
　
龍
童

り
ん
ど
う

武
　
士
（
高
　
松
）

大
田
　
陸り

く

与
　
一
（
牧
　
内
）

金
澤
　
貴
紀

た
か
の
り

和
　
貴
（
新
　
町
）

肱
黒
　
桃も

も

香か

英
　
夫
（
折
口
東
）

溝
上
　
連れ

ん

幸
　
喜
（
波
　
留
）

谷
口
　
星せ

い

磨ま

剛
　
（
大
　
丸
）

成
富
　
強つ

よ

輝き

正
　
睦
（

段
　
）

倉
津
あ
か
り
　
　
一
　
（
倉
　
津
）

山
中
　
萌も

え

夢む

弘
　
樹
（
上
　
原
）

八
郷
　
愛ま

な

翔と

竜
　
司
（
八
　
郷
）

山
中
　
理り

音お
ん

俊
　
孝
（

段
　
）

川
島
　
楓ふ

う

也や

輝
　
久
（
高
　
松
）

※
敬
称
略

死
　
亡
　
者
年齢
（
区
　
名
）

川
畑
サ
チ
エ
70
（
川
畑
中
）
ち
さ
子

倉
津
　
ミ
エ
85
（
山
下
馬
場
）
時
　
彦

松
永
　
和
彦
74
（
牛
之
浜
）
三
千
年

松
木
　
孝
二
59
（
大
　
丸
）
小
崎
フ
キ
子

溝
上
フ
ヂ
子
70
（
横
　
手
）

守

平
田
ミ
ノ
ル
91
（
横
　
手
）
益
　
雄

中
村
　
忍
　
53
（

段
　
）
律
　
子

陳
之
後
親
美
46
（
筒
　
田
）
親
　
雄

新
町
　
昭
男
71
（
脇
本
馬
場
）
千
代
子

藤
園
　
只
雄
83
（
佐
　
潟
）
シ
　
ヲ

中
村
　
次
丸
73
（
仲
仁
田
）
フ
　
ミ

新
枦
壽
美
枝
81
（
飛
　
松
）
眞
　
一

宮
田
ミ
ヤ
ノ
89
（
波
　
留
）
陽
　
一

海
江
田
昭
光
51
（
萇
　
野
）
信
　
義

法
福
キ
ミ
子
76
（
新
　
町
）
信
　
二

溝
上
　
拓
海
０
（
波
　
留
）
幸
　
喜

佐
潟
ス
ミ
子
72
（

潟
　
）
雄
　
二

庵
　
ハ
ツ
子
91
（
内
　
田
）
誠
　
一

寺
下
　
二
重
75
（
高
　
松
）
保
　
典

京
田
　
フ
ミ
84
（
瀬
之
浦
上
）
貞
　
夫

新
坂
ヒ
サ
子
63
（
中
　
村
）
泰
　
典

柏
木
　
満
江
80
（
桐
野
上
）
光
　
明

奥
平
　
徳
志
72
（
弓
木
野
）
ト
モ
エ

宮
田
フ
チ
エ
64
（
波
　
留
）
武
　
志

築
地
　
博
美
83
（
大
　
丸
）
エ
　
イ

仮
屋
園
重
敏
85
（
古
　
里
）

都
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◇日時　１０月２１日
１１月４日・１８日
10時～10時30分

◇場所 保健センター

休日の在宅医さん
○10月19日
鶴見医院　　　　1&3０５５３

（大　丸）
森歯科医院　　　1*2００６２

（高尾野町柴引）
○10月26日
山田クリニック　1&2０４２０

（ 町　）
徳森歯科医院　　1^7３６０８

（出水市米ノ津町）
○11月２日
北国医院　　　　1&2００１６

（ 町　）
椎原歯科医院　　1^7４１１１

（出水市六月田町）
○11月３日（文化の日）
林胃腸科外科　　1&3３６３９

（大　丸）
久木田歯科医院　1&3０４７０

（上　野）
○11月９日
植村整形外科　　1&2１０４１

（ 段　）
脇本病院　　　　1&5２１２１

（槝之浦西）
しお歯科医院　　1^7５８４４

（出水市下鯖町）
○11月16日
有村産婦人科内科1&3４１８０

（上　野）
よしもと歯科医院1&5３３３３

（下　村）
○11月23日（勤労感謝の日）
上園医院　　　　1&3１０５５

（ 町　）
福留歯科医院　　1^2０９７８

（出水市昭和町）
○11月24日
内山病院　　　　1&3１５５１

（高　松）
村岡歯科医院　　1^2０６０１

（出水市昭和町）
○11月30日
鶴見医院　　　　1&3０５５３

（大　丸）
スマイル歯科医院1&5３３００

（上　原）
※休日の診療時間
在宅医　各医療機関の平日の

診療時間と同じです。
歯科在宅医　午前８時～正午

◇日時 １２月１７日（水）
９時30分～15時30分

◇場所 市役所市民相談室

◇日時 １２月５日（金）
１０時～１２時
１３時～１５時

◇場所 市役所１階税務相談室
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◆趣味は何ですか・・・・・・・・野球と釣りです。
◆性格を自己分析してください・・・

意外にしっかりしていて、やさしい所があります。
◆理想の異性像は・・・元気があり、一緒にいて落ち

着くような、しっかりした人
◆最近夢中になっていることは何ですか・・・

昨年から、仲間が集まって結成した社会人の野球
チームに入っています。月１回のペースで試合があ
り、気心の知れたみんなと一緒にプレーするのが楽
しみです。

◆将来の夢は何ですか・・・
最近、心理学の本に興味があってよく読んでいま

す。将来の夢として、それに関係するような仕事を
してみたいと思っています。

◆阿久根について一言・・・
海がこんなにきれいな町なので、阿久根らしく、海

をいかした祭りがあればいいなと思います。（自分が
祭り好きなので）

次は
的場　作磨さん（大尾区）あなたの番です。

若
松
勇
士
さ
ん
™2

（
か
に
座
・
Ａ
型
　
高
之
口
区
）

■編集／発行　阿久根市役所総務課
〒899-1696 鹿児島県阿久根市鶴見町200番地

■阿久根市ホームページ　URL＝http://www.city.akune.kagoshima.jp/
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今
回
、
紙
面
の
中
で
読
者
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
読
者
が
求
め
て
い

る
情
報
を
分
か
り
や
す
く
き
ち
ん
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
か
。
行
政
側
の
視

点
で
一
方
的
に
伝
え
る
だ
け
に
な
っ

て
い
な
い
か
。
今
、
読
者
の
関
心
が

ど
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
か
。
こ
れ

か
ら
も
、
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
ご
愛

読
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
紙
面
を

お
届
け
で
き
る
よ
う
、
ぜ
ひ
一
人
で

も
多
く
の
読
者
の
方
々
か
ら
率
直
な

ご
意
見
や
ご
感
想
を
お
寄
せ
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
▽
厳
し
か
っ
た

残
暑
も
和
ら
ぎ
、
よ
う
や
く
秋
ら
し

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
田
ん
ぼ
で
は

稲
穂
が
黄
金
色
に
輝
き
始
め
収
穫
の

時
を
迎
え
て
い
ま
す
。
▽
秋
と
い
え

ば
何
を
す
る
に
も
格
好
の
季
節
。
皆

さ
ん
も
そ
れ
ぞ
れ
の
秋
を
満
喫
し
て

お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
近
頃
ど

う
も
運
動
不
足
気
味
な
私
の
体
。
く

れ
ぐ
れ
も
食
欲
の
秋
で
終
わ
ら
ぬ
よ

う
心
が
け
て
い
る
の
で
す
が
‥
‥
。

オール阿久根中学部は、小学部と
ともにフレッシュリーグ九州硬式野
球連盟南九州支部に所属しています。
試合や練習にはプロ野球と同じ硬式
の野球ボールを使います。９月から
は、１・２年生17人の新チームでこ
のリーグの甲子園大会ともいえる春
季九州大会出場を目標に、火・木
土・日の週４日間、市営野球場で猛
練習しています。
10月には、新人戦ともいえる秋季南九州支部大会が開

催されます。昨年はこの大会で優勝しているので、今年
も先輩たちに負けないように一生懸命練習しています。
また、来年の５月には、福岡ドームでフレッシュリーグ
のオールスター戦が行われるので、多くの選手が選ばれ
るように努力して良い成績をあげたいです。
野球が好きな中学生の皆さん。硬式野球をしてみませ

んか？小学部もあるので、市営野球場かソフトボール場
に、ぜひ見学にきてください。

─ オール阿久根中学部 ─

人　　口
10月１日現在（ ）は前月比
人　口　26,121人（＋16）
男　　12,179人（＋10）
女　　13,942人（＋06）

世帯数　10,793戸（＋10）
出 生020人　死 亡026人
転 入081人　転 出059人

五代夏夫文化講演会五代夏夫文化講演会
◇日時 １１月１６日（日）午後２時～
◇場所 市民会館第１会議室

※入場無料。
◎五代夏夫氏プロフィール
・１９１６年、宮崎県生まれ。作家。
・著書u「西郷隆盛のすべて」編著u

「薩摩問わず語り」u「薩摩秘
話」ほか

【お問い合わせ先】
市立図書館　1７２－０６０７

ゲストランナーに旭化成陸上部の阿部友恵選手を迎えて開催します。
○日　　時 １２月１４日（日） 開会式　午前８時４５分～
○場　　所 市総合運動公園発着
○種　　目 ハーフマラソン・１０D・５D・３D
○申込締切 １１月２０日（木）

会　　場　　市総合運動公園内多目的雨天屋内運動場
※申し込み・お問い合わせ先

市教育委員会市民スポーツ課　1７３－４６４９　fax７３－４６３９


